
甲府市立南中学校

令和 5年 3 月 2 4 日

文責 渡 邉 豪

第76回卒業証書授与式を３月９日に挙行しました。３年生は小学校６年生の３月３日の午後から新型

コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、学校が全国一斉の臨時休業となりました。１年生は小学校４

年生、２年生は小学校５年生の時でした。その後２度にわたって入学

式が延期され、約２ヶ月遅れの５月２４日（日）に入学式、翌２５日

（月）に１学期始業式を行い南中学校での生活がスタートしました。

中学校入学後、常にマスクを着用しての生活が３年間続き、他の

小学校から入学した生徒のマスクを着用していない顔を見たことが

ない、ということも実際にありました。話題になったのでご存じだと思

いますが、政府の対策本部での決定を踏まえた山梨県、甲府市の決

定を受け、卒業式は卒業生と職員はマスクを外して行うことになりました。ただし、感染リスクが高い校歌

斉唱や合唱時、呼びかけを行う際はマスクを着用するなど、場面に応じた感染対策を行いながらの卒業

式になりました。卒業式の次第はおおむねコロナ前に戻り、３年ぶりに合唱と呼びかけも行いました。

練習時に３年生がマスクを外して入場して来たのを見て、私自身本当に新鮮な感覚に包まれました。部

活動の試合の応援の時などにはマスクを外した顔を見ていますが、部活動に所属していない生徒もおり、

学年の生徒全員がマスクを外して入場し着席した様子を見たとき、

この３年間の様々なコロナ対応が思い起こされ、とても感慨深い思

いがしました。

式中の３年生の様子は凜とした雰囲気があり、まさに南中の最上

級生といった品格すら感じさせるものでした。全員に卒業証書を授

与しましたが、一人一人真剣なまなざしで臨む様子を見て、まさに義

務教育９カ年を修了する生徒の姿にふさわしいものだと感じました。

「別れの言葉」では、途中からこらえきれずに涙する生徒も多く、感動的な式になりました。

これから各自がそれぞれの道を、楽しく、時には困難にぶつかりながら進んでいき、さらに成長し充実し

た人生を送ってくれることとと期待しています。改めて『３年生の皆さん、卒業おめでとう。』

『３年生に贈る会』を３月７日に実施しました。１月１７日に臨時中央委員

会を行い、３年生に贈る会の要項を新生徒会本部が提案したところから活

動が始まり、約２ヶ月にわたり新生徒会本部役員を中心に２年生がリーダ

ーシップを発揮し１年生とともに準備を進めてきました。しかし、コロナ禍３

年目で『３年生に贈る会』の本格的な取り組みも３年ぶりとなる中、中心で
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ある２年生も初めて経験する行事なので苦労も多かったと思います

が、その経験を通してまた一段階成長する機会になったのではないか

と思います。３月７日の本番を迎

える頃は、新型コロナの新規感染

者数が日ごとに減少していたの

で、マスク着用や換気などの感染

対策を行いながら、３年ぶりに体

育館に全校生徒が集まっての開催としました。３年生は入学して３年

目になりますが、全校で体育館に入ったのは初めての経験でした。

『３年生に贈る会』の次第は、｢３年生入場、校長の話、生徒会長の

話、各部門長の話、オープニング、１，２年合同合唱、３年学年合唱、１，

２年応援、スライド、３年応援団に

よる応援、応援団引継式、２年応

援団による応援、呼びかけ、生徒

会副会長のことば、３年生代表挨

拶、３年生退場｣でした。３年生

は、初めて学年合唱を１，２年生を前に披露しました。短時間の取り

組みでしたが、さすが３年生と

思える合唱でした。１、２年生の合唱もきれいに声が響き合う素晴ら

しい合唱でした。１、２年生の応援、３年応援団による応援、２年応援

団による応援は、どれも思いのこもった素晴らしい応援でした。

新生徒会本部役員、２年生、１年生にとって初めての大きな行事を

成功させ、達成感とともに大いに自信を深める機会になったと思いま

す。令和５年度の生徒会活動が、素晴らしいものになることを確信さ

せてくれる『３年生に贈る会』でした。

◎通学カバンをChromebookの毎日の持ち帰りに対応した、PCが収納できるタイプに新入生購入分か

ら替えました。 ＊ごきょうだいの物がある場合はそちらをお使いください。

◎名札の学年・学級の表示を無くし、１年時に購入すれば３年間使えるようにしました。

◎女子制服（夏・冬）ともに、前部をスナップ式からファスナー式に替え、着替えやすくするとともに前部が

開いてしまうことを防ぐ仕様に替えました。

◎男子制服取扱業者を増やし、家庭での選択の幅を広げました。

がんばれ南中生！ずっと応援しています


